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地域密着の仲人おばさん

結婚相談室 チャペル
代表の遠藤明美と申します。
「真剣に結婚を考えられている方」のみ
ご相談ください。全力でお手伝いいたします。
この道 18年、仲人の達人！

★お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。

※公的書類提出可能な方

完全予約制

体験入会３カ月 10,000 円　5,000 円男
性

女
性

　篠塚光一さん（株式会社光ファーム・塚崎）が、平成
30年度全国そば優良生産表彰で最優秀賞となる農林水
産大臣賞を受賞しました。光ファームでは、製粉会社の
ニーズである「青みのあるそば」、蕎麦店のニーズであ
る「早い時期の新そば」を生産するため、常陸秋そばの
早期播

は
種
しゅ
・早期収穫に取り組んでいます。品質向上の取

り組みに加え、作業
管理の効率化、積極
的に新しい技術を取
り入れる姿勢などが
評価され、受賞に至
りました。今後益々
のご活躍を祈念いた
します。
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加藤正則さん（65歳）
境町消防団長　長井戸

福島貢さん（61歳）
元 3等陸尉　内門

藍
らんじゅ
綬褒
ほう
章
しょう

瑞
ずいほうたんこう
宝単光章

しょう
（防衛功労）

令和元年春の褒章・叙勲
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さかいふるさと祭り協力会の皆さん

さかいふるさと祭り協力会が
花火大会に寄付

第 95 回 境町バレーボール大会の結果

　さかいふるさと
祭り協力会（新井
孝会長）がふるさ
と祭りに役立てて
いただきたいと
309万円を寄付さ
れました。

会場　境町民体育館
出場チーム　男子８チーム
優　勝　愛球会ポーク
準優勝　愛球会ビーフ
第３位　愛球会チキン
第３位　チーム橘

７/ ３

チャリティカラオケ発表会（カラオケ
呼
よ び と

人）が町に寄付
　カラオケ呼人チャリティカラオケ発表会（関武雄代表 )
が、チャリティとして集まった収益金 20,768 円を教育
振興に役立てていただきたいと寄付されました。

寄　付

スポーツ

表　彰 ７/ １
第 69 回社会を明るくする運動で

「内閣総理大臣メッセージ伝達式」
　「社会を明るくする運動」に関する総理大臣からのメッ
セージが、猿島地区保護司会境支部及び猿島地区更生保
護女性会境支部の皆さんから橋本町長に伝達されまし
た。この運動は、法務省の主唱により、犯罪や非行の防
止と罪を犯した人の更生についてすべての国民が理解を
深め、それぞれの立場で力を合わせて犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとするもので、毎年７月を強調月間
として全国的に展開されています。

６/19
篠塚光一さんが全国そば優良生産表彰
で農林水産大臣賞を受賞

　加藤さんは、昭和 55年に
境町消防団に入団し、平成
18 年には副団長、平成 27
年に団長に就任し、消防活動
や団員の育成強化にご尽力い
ただいております。「今回受章できたのは、町民
の皆様や家族のおかげです。これからも町の安心・
安全な町づくりのため、活動してまいります。」

　福島さんは、昭和 52 年 9
月、陸上自衛隊（神奈川県横
須賀市）に入隊され、第 1師
団司令部付隊、第１施設大隊、
東部方面後方支援隊、中央即
応集団司令部を最後に定年退職されました。「陸上
自衛隊の関係各位ならびに家族、友人及び地域の
皆様方に感謝いたします。今後とも、地域社会の
発展のため、一層精進してまいります。」

橋本町長、猿島地区保護司会境支部、猿島地区更生保護女性会境支部の
皆さん受賞報告のため来庁した、光ファーム代表

取締役の篠塚光一さん
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